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民
主
党
政
権
の
国
益
を
損
な
う
外
交
姿
勢
に
関
す
る
質
問
主
意
書

鳩
山
前
総
理
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
端
を
発
し
、
過
日
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
会
談
に

お
い
て
の
「
日
米
同
盟
に
関
す
る
共
同
文
書
」
は
来
年
に
持
ち
越
さ
れ
、
我
が
国
の
外
交
は
機
能
不
全
、
思
考
停
止
の
状
態
で

あ
る
。

本
年
九
月
初
め
の
尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
に
お
い
て
は
、
中
国
の
圧
力
に
屈
し
、
勾
留
し
た
船
長
を
帰
還
さ

せ
、
さ
ら
に
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
、
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
に
無
断
で
立
ち
入
っ
た
ロ
シ
ア
の
メ
ド

ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
の
国
後
島
訪
問
と
続
い
た
。
い
ず
れ
も
領
土
や
主
権
国
家
の
問
題
が
密
接
に
絡
む
国
益
の
有
事
で
あ
り
、

日
米
同
盟
の
機
軸
を
空
洞
化
し
て
き
た
民
主
党
政
権
の
責
任
は
重
く
、
冷
え
た
日
米
関
係
を
察
知
し
、
そ
の
間
隙
を
縫
っ
て
中

国
、
ロ
シ
ア
が
傲
岸
な
振
る
舞
い
に
出
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
日
本
外
交
は
、
根
本
か
ら
の
立
て
直
し
が
急
務
で
あ

る
。か

つ
て
の
自
公
政
権
で
は
、
外
交
に
係
る
い
ず
れ
の
重
要
事
案
に
お
い
て
も
、
情
報
分
析
の
た
め
、
通
常
内
閣
官
房
長
官
が

所
轄
府
省
関
係
者
を
官
邸
に
呼
び
協
議
し
て
い
た
が
、
現
内
閣
は
、
特
に
尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
で
、
一
部
の

閣
僚
が
政
治
主
導
と
言
い
な
が
ら
、
検
察
当
局
に
責
任
を
押
し
付
け
た
。
夜
を
日
に
継
ぐ
国
益
を
損
な
う
外
交
姿
勢
に
業
を
煮

一



や
し
た
海
上
保
安
官
が
、
尖
閣
ビ
デ
オ
を
流
出
さ
せ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

現
政
権
下
に
お
け
る
官
僚
は
、
政
治
主
導
、
特
に
政
務
三
役
に
よ
り
、
自
由
を
阻
害
さ
れ
、
士
気
を
削
が
れ
て
い
る
。
頭
脳

と
鋏
と
官
僚
は
使
い
様
で
あ
り
、
外
交
に
浅
薄
な
政
務
三
役
が
、
官
僚
の
知
恵
と
口
を
封
じ
て
指
揮
を
執
る
た
め
、
一
連
の
間

違
っ
た
外
交
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
「
日
米
同
盟
に
関
す
る
共
同
文
書
」
が
来
年
に
持
ち
越
さ
れ
た
こ
と
に
関

し
て
、
原
因
が
奈
辺
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
中
国
胡
錦
濤
国
家
主
席
と
の
会
談
は
、
わ
ず
か
二
十
二
分
で
終
わ
っ
た
。
し
か
も
、
菅
総
理
は
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
俯
き
加
減
で
弱
々
し
い
姿
、
一
方
の
胡
主
席
は
堂
々
と
し
た
姿
で
の
様
子
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
。
中
国

側
で
は
会
談
と
は
言
わ
ず
、
格
下
の
国
家
首
脳
と
の
会
話
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
「
懇
談
」
と
称
し
て
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
わ
ず
か
二
十
二
分
で
思
い
の
丈
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
菅
内
閣
の

見
解
如
何
。

三

我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
に
無
断
で
立
ち
入
っ
た
ロ
シ
ア
が
、
現
在
も
領
土
支
配
の
既
成
事
実
化
を
着
々

二



と
進
め
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
北
方
領
土
は
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
姿
勢
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

二
〜
三
に
関
し
て
、
世
界
地
図
を
逆
様
に
し
、
大
陸
側
か
ら
日
本
を
見
た
場
合
の
米
軍
第
七
艦
隊
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
係
る
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
か
つ
て
自
公
政
権
時
の
安
倍
内
閣
で
、
「
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る

官
邸
機
能
強
化
会
議
」
を
設
置
し
、
第
一
六
六
回
国
会
に
「
安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
提

出
し
た
が
、
第
一
六
八
回
国
会
で
廃
案
と
な
っ
た
。
今
後
、
同
法
案
を
最
大
限
尊
重
し
、
早
急
に
こ
の
よ
う
な
対
外
情
報
、

秘
密
保
全
な
ど
の
官
邸
へ
の
情
報
委
員
会
の
設
置
を
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

一
〜
五
に
関
連
し
、
自
公
政
権
時
に
は
、
重
要
な
外
交
日
程
の
あ
る
際
に
は
、
幅
広
い
意
見
を
聞
く
た
め
、
事
前
に
野
党

と
の
党
首
会
談
等
を
臨
機
応
変
に
設
定
し
て
い
た
。
外
交
失
態
が
続
い
て
い
る
菅
民
主
党
政
権
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
柔
軟
性

が
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


